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  北上山地を遠野から西に三陸へ越える厳しい峠「仙人峠」。 古代大和の侵攻に戦った蝦夷の鉄の資源帯・ 

  鉄の生産基地といわれ、三陸への入口である。 今は別名銀河鉄道 釜石線が長いトンネルとΩループ 

 でこの峠を 越え、三陸・釜石に入る。 この山中は岩鉄・川には餅鉄・海には砂鉄がある鉄の宝庫で、 

「釜石」はこれらの鉄資源を使って明治の初め、日本で初めての洋式高炉操業での製鉄が行われた 

「日本の近代製鉄発祥の地」。2008年近代製鉄の発祥から150年を迎え、現在「日本の近代製鉄発祥の地」 

 として世界産業登録を目指す取組が街を挙げて推進されている。 
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           1. 釜石線 別名「銀河鉄道」に乗って遠野・釜石へ  

           2. 日本最古の洋式高炉跡が残る橋野高炉跡へ   

         遠野から笛吹峠越で北上山地を越える  

           3. 日本最古の洋式高炉跡が残る橋野鉄鉱山(製鉄所)見学  

           4. 北上山地の険しい分水界 仙人峠をを釜石線の長いトンネルとΩループで越える  

          近代製鉄発祥の地「陸中大橋」を経て釜石へ   

           5. 釜石 鉄の歴史館 再訪  

           6. 土砂降りの中路線バスで再度 近代製鉄発祥の地 陸中大橋へ  

            日本初の洋式高炉の操業地 陸中大橋 旧釜石鉄鉱山（製鉄所）  

            ◎ 震災後３年 釜石の今 Photo 

          【参考】近代製鉄発祥の洋式高炉建設地 釜石の橋野・大橋鉄鉱山の概略 

 

 釜石線Ωループで仙人峠を越えた山中の「陸中大橋」は日本で最初に洋式高炉による近代製鉄が始まった釜石鉄鉱  

山(製鉄所)があった地。 また、同じ山中 北側の橋野鉄鉱山には現存する最古の 洋式高炉が３基も残っている。 

「三陸沿岸のIron Road 再訪」を計画した時から、是非この仙人峠を越えて釜石から三陸沿岸に入ろうと。 



また、洋式高炉跡が残る釜石「橋野」へは車なくしては近づけぬ山中。今回はタクシーを使っても、是非この洋式高炉

跡を訪ねようと時間表や資インターネット資料などををひねくり回して、 日本近代製鉄発祥の地「釜石」の「陸中大

橋」と「橋野」をやっとスケジュールに組み込めました。 土砂降りの雨の中の訪問でししたが、釜石線Ωループによ

る仙人峠と共に本当にうれしい「日本近代製 鉄発祥の地」訪問。やっと行けました。  
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日本の近代製鉄発祥の旧釜石工業所 釜石鉄鉱山(製鉄所)の地 陸中大橋  

  

日本最古の洋式高炉が 3 基残る釜石橋野鉄鉱山跡 

   

 



+  

     釜石駅前 鉄住金の建物にほっとする          釜石の港の背後の丘にある鉄の歴史館ある鉄の歴史館 

 

 

   今回出かけた「三陸沿岸のIron Road Walk」本稿に引き続き下記のごとく整理掲載してゆく予定です。 

＜＜＜＜詳細版詳細版詳細版詳細版＞＞＞＞    東北東北東北東北    三陸沿岸三陸沿岸三陸沿岸三陸沿岸のののの Iron Road  Iron Road  Iron Road  Iron Road をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる    

 

 

                                        ≪≪≪≪    関連和鉄関連和鉄関連和鉄関連和鉄のののの道道道道    &&&&      転載転載転載転載・・・・引用引用引用引用などになどになどになどに使使使使ったったったった資料及資料及資料及資料及びびびび参考資料参考資料参考資料参考資料    ≫≫≫≫    

     【【【【和鉄和鉄和鉄和鉄のののの道道道道】  】】】

        1. 田舎なれども南部の国は西も東も金の山?  岩手県南部 蝦夷の鉄 北上山地 大鎚・釜石へ

         https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/kmaisi.pdf

       2.  岩手県北上川流域の製鉄地帯 一関博 物館 ?  蝦夷の蕨手刀と 日本刀のルーツ 舞草刀 

       https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb08.pdf

 3. 蝦夷の鉄・ 東北 和鉄の道 東北地方 和鉄の 道 9 編 取りまとめ 

       https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron06.pdf

    【【【【転載転載転載転載・・・・引用引用引用引用・・・・参考資料参考資料参考資料参考資料などなどなどなど】】】】        

    1.  橋野高炉跡パンフレット 日本近代製鉄の先駆け 釜石教育委員会編   

       http://www.city.kamaishi.iwate.jp/index.cfm/8,10478,48,255,html  

    2. 釜石市 home page   歴史 世界遺産登録推進室ほか   

              http://www.city.kamaishi.iwate.jp/index.cfm/8,0,48,255,html  

    3. 釜石から誕生した近代製鉄のあゆみ  

      http://www.nssmc.com/company/publications/monthly-nsc/pdf/2007_7_170_11_12.pdf  

    4. 岩手県立埋蔵文化財センター所報  「わらびて」（ No.129 ）.  焼山遺跡  

          http://www.echna.ne.jp/~imaibun/warabite/no129/warabite129.pdf  

    5. 田村栄一郎著 「みちのくの砂鉄 いまいずこ」   

    6. 柴田弘武著 「鉄と俘囚の古代史」  
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橋野洋式高炉跡は釜石市にあるが、 

釜石側からだと釜石市街地から北の

沿岸へ出て、鵜住居から鵜住居川沿い

に遠野-鵜住居を結ぶ県道35号線を遡

らねばならず、随分遠くなるが、遠野

から同じ県道 35 号線 笛吹峠越の方

がはるかに近く、タクシーのアクセス

もはるかに良く、時間も 30 分ほどで

橋野高炉跡にゆける。 



 

 

遠野から北上山中へわけいり、笛吹峠を越えて約30分ほどで橋野む高炉跡のある青���入口 ��へ下る 
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 大�の��	の
から �道を登って�地の上にあがると、
から北への山� �に�まれたなだらかな��地に 

 �長く橋野鉄山���の��が�がっていました。�道のす�
側高�には��の高炉跡����とともに、         

「日本最古�鉱炉記 !」がありました。 
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  ３"高炉跡から#$沿いを%いて 記 !の中&’のところに(り、 

  さらに
)側 山� �地の*日+所 
)側山�の,の中にある 

  山の-を.に行く 

 

 



 

 

 



  

�地の)側山�に沿う/さな0地にはク1ン2が3き始めていました  2014.5.7. 
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 この6"高炉の7し上8側の�9に�川からの取#口があり、ここが、このよく整:された橋野鉱山跡・ 

 橋野鉄鉱山跡の
;。さらに上8側に鉄鉱石を<=した<=>があると?きましたが、今回は行けま@Aでした。 

 

 

土砂降りの雨の中でしたが、是非とも.たかった現存最古の洋式高炉。 

釜石で始まった近代高炉操業がどAなところではじまったのかBBB 

資料にもCかれた「橋野鉄鉱山」の名がDすごとく、>所といい高炉・EF���のGHといい、日本古Iの「鉄山」

とほJ同じとKじました。近代製鉄のはじまりも、やはり古Iの

たたら製鉄の上にLっているとKじました。 

本当にMしい山中ですが、この山のN�からは鉄鉱石・餅鉄の製

鉄�料ばかりでなく、OPな�Q�料・#車RSの取# Tして

高炉UVのWXまでもこのNYで<取されたのだと。 

 

Zもいない高炉跡を約[時間。土砂降りの雨にはたたられました

が、やっと.られた洋式高炉の始まりに \]K6^で山を下っ

てきました。  

  

 2014.5.7. 11:40 橋野高炉跡から遠野へ 山を下りながら 

 

 



 

 

_りにL‘aった橋野高炉インbcdーシeンセンター。  

地fのghンijアの方がkめていて、大l迎で橋野高炉跡のmDと共にnopqを?くことができました。                     

また、��	にもDされていたこの釜石での6rの洋式高炉操業のstをDした「u本v鉄鉱山*山�w高炉xy」の

z{|を.@ていただき、これをク1アーな画}に~ることができました。 



[�時��に遠野の�に_って、���さAに�えて

もらって、遠野の名�「ひっkみ」の�ご�を�ま@

て、ぶらぶら%いて遠野�へ。  

遠野�にkくと、���り、�こうの�ー�に 13:30

発の ��銀河が�車中で、�くの人が��~�に�がっ

ていました。 

今回は遠野 13:05 分発の�車で仙人峠Tして日本の近

代製鉄発祥の地「陸中大橋」を��して釜石へ。 

[��年ぶりに)仙人峠越を�車で越える。 

 

この�車は陸中大橋に�車しないが、仙人峠を長いト

ンネルとΩループで、北上山地のMしい分#界を越えて、釜石側 橋野より�に高炉操業が始まった地「陸中大橋」へ

下って行く。このΩループによる仙人峠越も しみにしていたひとk。                      

Tのまま陸中大橋を��して釜石へでて、かkて世qになった「鉄の¡¢£」へ行く。 

遠野 13:30 発の ��銀河に⁄れば、陸中大橋に�車するのですが、下車すると¥ƒp世qになった「鉄の¡¢£」へ行

けないので、陸中大橋は残 ながら§ス。  でも、¤とか アクセスを'“して 「鉄の¡¢£」.«の‹、再› 陸

中大橋にも(る時間をfiりたいと。 
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9fl山°の和–仙人峠(西仙人峠)Tして北上山°の)仙人峠  ど‘らも鉄鉱石を産出する古代からのMしい和鉄

の道。 この†kの峠NYの山oは鉄鉱石が‡る鉄の資源帯であり、v仙人峠が古代 蝦夷の鉄生産基地 ·µ と

三陸を¶えたのではないかB  

また、())仙人峠を越えた「陸中大橋」はこの鉄資源を使った近代製鉄発祥の地。(大橋鉄鉱山・•釜石鉱業所) 

TAなMしい仙人峠・陸中大橋を釜石線のΩループで越えてゆく 

�

  

 

  [３:05 遠野�を出発した�車がµ‚地帯を„り”け、[»分ほどでいよいよ北上山地の山間へ入ってゆく 
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 13:�» ]ケ…�を��、す�長いトンネルを”けると 上‰住�の近く 仙人峠道$の¾¿À I`が下に.え、 

 随分高いところを��中。 す�に上‰住�を��する。 いよいよ 仙人峠を越えるΩループに入る。 

 

¾¿Àの´い橋をす�、かなり高い山ˆを˜け”け、長いトンネルでMしい北上山地の分#界を越えて  

釜石側陸中大橋のΩループへ 

   

    陸中大橋 Ωループに入り、Ωループの¯˘側の線$が.え、す�に陸中大橋�が.える 

 

    トンネルの中でΩループして、180›方�をかえて、トンネルを出たところが「陸中大橋�」 



 

   

 

Ωループで 180 度方向をかえて下った谷の出口  口のくびれの角にあたる甲子町周辺で 写真奥が釜石の方向 
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10 �年ƒ .たことがない˙の製鉄�料「餅鉄」が是非¨りたくて訪れ、Ét川でkい�日<取してきたとう餅鉄を

なら˚て、餅鉄やたたら製鉄の再現にkいてなど no�えてもらった「釜石 鉄の¡¢£」。 

釜石周辺から産出する鉄鉱石・餅鉄・砂鉄などの鉄原料や現代の製鉄並びに大橋や橋野の洋式高炉による製鉄 そして た

たら製鉄など古代から近代そして現代までの釜石の鉄の歴史が展示されていている。 そして、気になる大槌町小林家に伝

わる「大槌烱屋(どうや)鍛冶絵巻」や洋式高炉による製鉄の様子を示した「紙本両鉄鉱山御山内並高炉之図」なども。  

古い時代の展示は以前とほとんど変わっていないようにみえる。 

北上山中における製鉄のようすを表わし「大槌烱

屋)鍛冶絵巻には、「大道２年」と記されており、「大

同２年(802)」とも考えられるが、慶長年間とする説

もあり、明らかでない。 もし、802 年ならば、 

古代三陸の製鉄の様子を示すのですが… 
 左:大槌烱屋)鍛冶絵巻に描かれた皮袋ふいごのたたら製鉄 右:鍛冶の様子 



 

橋野鉄鉱山関連の展示 製鉄原料 餅鉄の通い・餅鉄・洋式高炉に使われたレンガ・羽口 

 

�

� � � � � � � � � � � � ������������  !�"#$%&’�()*+,�

 

鉄鉱石・餅鉄を産出するÉt川上8¸ 仙人峠の陸中大橋にÌ�された日本最初の洋式高炉 現在はもう˝˛した釜石

鉱山のˇ—所がTの高炉跡地といわれ、TのÑらに大橋高炉をUVした大Ò高ÓのÔÕ!がある 
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������������ bcdbcdbcdbcde�e�e�e�Yf Yf Yf Yf ghUghUghUghU‘i‘i‘i‘i���� ������������������������������������ XYZ:XYZ:XYZ:XYZ:////���� ����
� � �� � �� � �� � � ����  日本初の洋式高炉の操業地 陸中大橋 旧釜石鉄鉱山（製鉄所）  

 

  

結Ö陸中大橋�に×いたのは5:10 土砂降りのØÙれ。釜石行きの�車は5:38  Tのあとは20:23 までなし。 高Ò高

Óの!がある•釜石鉱山ˇ—所ƒまで行くと釜石へ_れないと?いて、結Ö�ƒから•釜石鉱山をÚめて、Ûの�車で

釜石へ(りました。   



  

 

 

ØÙれ だれ6人いない 土砂降りにÜる陸中大橋�  2014.5.7.Ø 



 

陸中大橋�ƒ  Jけてしまいましたが、「釜石街道仙人峠登り口」の道�がありました  2014.5.7. 
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Ýれで、もう7し時間がはやければ、大橋洋式高炉跡の推定Þである•鉱山ˇ—所あたりまで行けたのですが、陸中大

橋�にL‘、Nりの山ßnを.られたことで、\]。 

なお、震災後、事前連絡を取らないと•鉱山ˇ—所など釜石鉱山のà地�へは、入れないと?きました。 



  

 

  

復興事業が進む三陸沿岸の中核都市 インフラ工事な

ど関係者でホテルは満杯で やっと取れました。 食卓

には三陸の海の幸がどっさりと・・・・ 「ホヤ」に「マンボ

ウ」 「うにのいちご煮」などなど関西では中々。 

また今が旬の「生のおおだこ」も。汁には昆布・ワカメ

ほか幾多の海藻。 すべて 生もの 外へだせないの

がなやみだとか・・ ビールには三陸鉄道のラベル。 

 隣の席では仕事の疲れを休める三陸の「濁り酒」で

一杯が始まっていました。 
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  5Æ 8日âª ä日ほどではないがやっåり�かなæ雨。 çˇƒに約1時間 釜石のŁや街を%きました。 

  さすがに、ØŒはありま@Aが、街のºる所にTの>所にIたìíの高さ��やîï�$��があり、 

  まさかこAな街のなかまでと。 また、今日 �り”けてゆく北側の鵜住居地ð・大æ�はもkときkかった 

  と?きましたが、釜石のìíのò大さがóにôみました。  

  また、街のı‹の高�には��くのö�住居も.え、インbh÷łは進むもの生ø÷łはまだこれからと、 

    「pはようごœいます」と明るくあいさkをßわす中にも、Tのごüýにþが� みます。 
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日本で初めてfiられた洋式高炉は大橋高炉とXわれが‘であるが、日本で洋式高炉が初めてÌ�されたのは、1854 年

の�� Ò�� £の高炉で、Tのあと1857 年には� Ò� Òの古�	 に

もÌ�されたが、これらの高炉では出
 にºらずに�� に
 わって

いる。1857 年釜石の大橋、Tして� 年橋野にも、同じ�� Cを� {

ルにした洋式高炉がUVされ、r続出
 の近代製鉄に�� する。し

たがって、洋式高炉の操業に�� して、初めて鉄がられたのは大橋

ということになり、大橋が近代製鉄� の発祥の地ということになる。 

また、この釜石地ðには大橋 3 基 橋野の 3 基のほか�� �、砂t

� 、� ,地ðにも高炉がÌ�され、、明治の初年にはこれら»� 所に

[�基の高炉がÌ�されていたといい、�� �り、「釜石」が、近代

製鉄発祥の地になった。 
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     �� 時�       名�     Ì�>所 

  �� f年 � Æ� 1854年   �� £   �� Ò県�� Ò市  ��  

  ��! 年 ３Æ� 1857年   古�	    北海道" £市    ��  

  ��! 年12Æ� 1857年   大橋    岩�県釜石市     ��  

  �� »年12Æ� 1858年   橋野    岩�県釜石市     ��  
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#$ から西へまっす�北上山地を%き& って三陸海岸の釜石に出る釜石線。遠野を出て北上山°にぶkかり、このMし

い())仙人峠を越えるため、トンネルとΩループで下り降りたあと、Ét川に沿って下って釜石に出てゆく。 

仙人峠を越えて、Ωループをトンネルで出てきたす�に陸中大橋�があり、川を' Aで¯˘側にΩループに入る釜石線

と仙人峠を6( にトンネルで”けてゆく)* 車道$が山ˆを”けてゆく。 

ここには日鉄鉱業の鉱山(釜石鉱山)があり、この•鉱山ˇ—所E近が、わが+ 最初の洋式高炉操業に�� した大橋高炉

のあったところで、Tのす�Tばに大橋高炉跡の!がLっている。 

今はこのˇ業所も˝˛され、, �に- まれた. い� 間をÉt川が8れ下るひっTりとした>所である。 

 この山中に大橋高炉がÌ�された理�にはÛの/0 が:わっていたからと1 われている。 

  1. この山中で鉄鉱石が産出されたことと同時にOPな�Q資源がある。 

  2. 高炉にfl口を�じて、大2 のRSを34 とする#車の*5 源である�川がす�Tばにある。 

  3. この釜石NYでは6 から餅鉄や砂鉄を�料としたたたら製鉄が�く行われ、7 れた鉄89: 人と 

    ;< があった。 
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大橋からは北に山を6k= てた鵜住居川の上8¸にある橋野もTのL地/0 はほJ大橋と同じあり、大橋はすでに高炉

があった>所が�> に� われているのに˘し、橋野では. い? の中、現在も３基の高炉がTのまま残ってpり、高炉を

@め、鉄山跡がTっくりTのままA かな�間の? の中に残っている。 

この橋野へ行くには、かkての遠野-鵜住居を結ぶMしい山越の街道�にあり、釜石からだと6B 海岸沿いの鵜住居に

出て、Tこから鵜住居川に沿って、約25km 遡らねばならないが、遠野からだと笛吹峠越約15km で橋野へ出られる。 

ただし、遠野・釜石いずれからも $線C スなどß�アクセスは現在なく、車かタクシーにD らねば行くことができぬ。 

 

陸中大橋も 釜石線の�Tして�本釜石市街地から$線C スがあるとはいえ、ß�アクセスはE く、v方ともじっくり

ˇƒアクセスFG がHI 。IJ Wである。  
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